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業務提携基本合意書の締結及び新たな事業の開始に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年９月８日付の会社法第 370 条及び当社定款第 25 条第２項の規定に基づく取締役会決議に代

わる書面決議において、当社連結子会社である Gala Lab Corp.（韓国 ソンナム市 代表理事 CEO：キム ヒョン

ス）が、LG Uplus Corp.（韓国 ソウル市 代表理事：Hwang Hyeon Sik）及び、Megazone Corporation（韓国 ソ

ウル市 代表理事：Chang Jihwang）と、メタバースキャンパスプラットフォーム事業（以下、Meta School事

業）に係る業務提携基本合意書を締結し、Meta School事業を新たな事業として開始することを決議いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

１．業務提携基本合意書の締結及び新規事業開始の背景と目的 

当社が 2022年５月 13日付で公表いたしました「第三者割当により発行される株式及び第７回新株予約権

の募集に関するお知らせ」のとおり、当社グループは、今後の市場規模の拡大が期待されている（*1）ブロ

ックチェーン（*2）関連事業を主力事業として推し進めてまいります。今回、当社連結子会社である Gala Lab 

Corp.が、LG Uplus Corp.及び Megazone Corporationとブロックチェーン関連事業の一つとして Meta School

事業に係る業務提携基本合意書を締結いたしました。 

当社グループは、Meta School事業を通じて、ゲーム事業以外の収益源を確保するとともに安定的な収益

基盤を確立してまいります。 

（*1）メタバース（*3）市場の成長は著しく、シティ・グループによると、メタバースの市場規模は、2030

年に 13兆米ドル（約 1,600兆円）に達する可能性があると予想されております。 

（*2）ブロックチェーンとは、分散型ネットワークを構成する複数のコンピューターに暗号技術を組み合わ

せ、取引情報などのデータを同期して記録する手法であり、一定期間の取引データをブロック単位に

まとめ、コンピューター同士で検証し合いながら正しい記録をチェーン（鎖）のようにつないで蓄積

する仕組みであります。 

（*3）メタバース（Metaverse）は、超を意味するメタ（meta）と宇宙を意味するユニバース（universe）か

ら作られた合成語で、多人数が参加可能で、参加者がその中で自由に行動できるインターネット上に

構築された多人数参加型の３次元仮想空間です。利用者はアバターと呼ばれる自分の分身を介して仮

想空間に入ることでその世界の探索、他の利用者とのコミュニケーションを図ることができます。 

 

２．新たな事業の概要 

（１）新たな事業の内容 

Meta School事業は、メタバースプラットフォームによる仮想キャンパスを開発・構築し、大学、高等学

校、中学校、小学校などの各教育機関に、コミュニティや学校業務などの付加的な業務の提供の場として、

メタバースプラットフォームを提供していく事業であります。 

具体的には、大学等のデジタルツイン（*4）やミラーワールド（*5）として、空間的制約がないメタバー

スによる仮想空間を生かして、大学入試説明会、新入生キャンパスツアーや留学生訪問ツアーをメタバース

で行い、参加者は、アバターになって参加することにより、地方に住んでいる生徒や海外の留学生等がより

直接体験に近づいた疑似体験ができる仮想空間プラットフォームを提供してまいります。また、学生たちが



一緒に集まって学習に参加するソーシャルスタディプラットフォームのような多様な機能を通じてもう一つ

のキャンパスライフを楽しめるような仮想キャンパスを提供してまいります。 

Meta School事業では、大学、高等学校、中学校、小学校などの顧客に対してメタバースプラットフォー

ムの基本プランの提供の他、顧客ニーズに応じたメタバースキャンパスプラットフォームの開発・機能の拡

張、プラットフォームに加入している顧客を対象としてメディアコンテンツ広告システムを活用し広告収入

の獲得や eコマースシステムによる物品販売も行ってまいります。 

（*4）デジタルツイン（Digital Twin）とは、現実の世界から収集した様々なデータを、まるで双子である

かのように、コンピューター上で再現する技術のことです。コンピューター上では、収集した膨大な

データを元に、限りなく現実に近い物理的なシミュレーションが可能となります。 

（*5）ミラーワールド（Mirror World）とは、現実世界をデジタル世界に描写することを指し、現実の都市

や社会のすべてが１対１でデジタル化された鏡像世界を表現する用語です。 

 

（２）当該事業を担当する部門 

今回業務提携をした LG Uplus Corp.は、LGグループ傘下の通信会社、（旧）LGテレコム、LGデーコム、LG

パワーコムの３社が合併して誕生した韓国における大手電機通信事業会社であります。また、Megazone 

Corporation は、クラウド事業、デジタル・マーケティング事業、デジタル・エージェンシー事業のサービ

スを提供している韓国最大規模のデジタル IT企業であります。 

業務の役割分担は、Gala Lab Corp.がメタバースプラットフォームの開発、LG Uplus Corp.が学校誘致及

びマーケティング、Megazone Corporationがクラウド等のインフラ提供を担当いたします。 

 

（３）当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

Gala Lab Corp.は、当該事業の開始のために特別に支出する金額として212,465千円を予定しております。

内容は、メタバースプラットフォーム開発に係る人件費等であり、必要な資金については、自己資金を充当

することを想定しております。 

３．当社連結子会社 Gala Lab Corp.の概要 

（１） 名 称 Gala Lab Corp. 

（２） 所 在 地 
5F, KRAFTON Tower, 117, Bundangnaegok-ro, Bundang-gu, Seongnam-si, 

Gyeonggi-do, 13529 Korea 

（３） 代表者の役職・氏名 代表理事 CEO キム ヒョンス 

（４） 事 業 内 容 ゲーム事業 

（５） 資 本 金 4,500百万韓国ウォン（472百万円）（2022年６月 30日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2010年７月１日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社ガーラ 58.89％（2022年６月 30日現在） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社は、当社の連結子会社（当社持株比率 58.89％）

であります。 

人 的 関 係 

当該会社の代表理事 CEOが当社取締役を、当該会社の理事

２名が当社代表取締役グループ CEO、当社取締役を兼務し

ております。また、当該会社の監事１名が当社監査役を兼

務しております。 

取 引 関 係 
ゲーム・キャラクター知的財産権使用契約、ゲームアプリ

のサブライセンス契約に係る取引を行っております。 

関連当事者への

該 当 状 況 

当該会社は、当社の連結子会社であり、関連当事者に該当

いたします。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態（※２） 

※１．日本円換算にかかる表記は、１韓国ウォン＝0.105円で換算したものです。 

※２．当該会社は、当社の連結子会社であり、当社が連結財務諸表を開示しているため記載を省略しておりま

す。 



４．契約先概要 

①LG Uplus Corp. 

（１） 名 称 LG Uplus Corp. 

（２） 所 在 地 
LG Uplus Yongsan Office Bldg. 32, Hangang-daero, Yongsan-gu, Seoul, 

04389 Korea 

（３） 代表者の役職・氏名 代表理事 Hwang Hyeon Sik 

（４） 事 業 内 容 移動体通信事業 

（５） 資 本 金 2,573,969百万韓国ウォン（249,674百万円）（2021年 12月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 1996年７月 11日 

（７） 大株主及び持株比率 LG Corporation 37.66％（2021年 12月 31日現在） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2019年 12期 2020年 12期 2021年 12期 

 連 結 純 資 産 
7,349,616百万韓国ｳｫﾝ 

(690,863百万円) 

7,651,214百万韓国ｳｫﾝ 

(719,214百万円) 

7,958,558百万韓国ｳｫﾝ 

(771,980百万円) 

 連 結 総 資 産 
17,941,050百万韓国ｳｫﾝ 

(1,686,458百万円) 

18,350,190百万韓国ｳｫﾝ 

(1,724,917百万円) 

19,370,516百万韓国ｳｫﾝ 

(1,878,940百万円) 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 
16,191韓国ｳｫﾝ 

(1,521円) 

16,880韓国ｳｫﾝ 

(1,586円) 

17,574韓国ｳｫﾝ 

(1,704円) 

 連 結 売 上 高 
12,381,969百万韓国ｳｫﾝ 

(1,163,905百万円) 

13,417,627百万韓国ｳｫﾝ 

(1,261,256百万円) 

13,851,135百万韓国ｳｫﾝ 

(1,343,560百万円) 

 連 結 営 業 利 益 
686,244百万韓国ｳｫﾝ 

(64,506百万円) 

886,151百万韓国ｳｫﾝ 

(83,298百万円) 

979,014百万韓国ｳｫﾝ 

(94,964百万円) 

 連 結 税 引 前 利 益 
573,940百万韓国ｳｫﾝ 

(53,950百万円) 

373,346百万韓国ｳｫﾝ 

(35,094百万円) 

905,193百万韓国ｳｫﾝ 

(87,803百万円) 

 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

438,831百万韓国ｳｫﾝ 

(41,250百万円) 

478,065百万韓国ｳｫﾝ 

(44,938百万円) 

724,218百万韓国ｳｫﾝ 

(70,249百万円) 

 １株当たり連結当期純利益 
1,005韓国ｳｫﾝ 

(94円) 

1,095韓国ｳｫﾝ 

(102円) 

1,659韓国ｳｫﾝ 

(160円) 

 １ 株 当 た り 配 当 金 
400韓国ｳｫﾝ 

(37円) 

450韓国ｳｫﾝ 

(42円) 

550韓国ｳｫﾝ 

(53円) 

※１．日本円換算にかかる表記は、2019年 12月期は１韓国ウォン＝0.094円、2020年 12月期は１韓国ウォン

＝0.094円、2021年 12月期は１韓国ウォン＝0.097円で換算したものです。 

  



②Megazone Corporation 

（１） 名 称 Megazone Corporation（※１） 

（２） 所 在 地 
MEGAZONE Bldg. 46, Nonhyeon-ro 85-gil, Gangnam-gu, Seoul, 06235 

Korea 

（３） 代表者の役職・氏名 代表理事 Chang Jihwang 

（４） 事 業 内 容 
クラウド事業、デジタル・マーケティング事業、デジタル・エージェンシ

ー事業 

（５） 資 本 金 700百万韓国ウォン（67百万円）（2021年 12月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2001年３月 17日 

（７） 大株主及び持株比率 Lee Joowan 80.86％（2021年 12月 31日現在） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 

該当事項はありません。 

但し、Megazone Corporation の子会社である Megazone 

Cloud Corporationは、当社株式 7,709,100株（30.81％）

を保有しております。また、同社は、当社第７回新株予約

権 14,946個（潜在株式 1,494,600株）を保有しておりま

す。（2022年９月８日現在） 

人 的 関 係 
Megazone Corporation の理事 Lee Joowan氏が当社取締

役に就任しております。 

取 引 関 係 
当社と Megazone Corporationは、一部のゲーム事業にお

いてマーケティング契約を締結しております。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 

Megazone Corporation の子会社である Megazone Cloud 

Corporation は、当社のその他の関係会社であり、

Megazone Corporationは、関連当事者に該当いたします。 

（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2019年 12期 2020年 12期 2021年 12期 

 連 結 純 資 産 
29,958百万韓国ｳｫﾝ 

(2,816百万円) 

124,833百万韓国ｳｫﾝ 

(11,734百万円) 

120,883百万韓国ｳｫﾝ 

(11,725百万円) 

 連 結 総 資 産 
164,081百万韓国ｳｫﾝ 

(15,423百万円) 

292,451百万韓国ｳｫﾝ 

(27,490百万円) 

447,771百万韓国ｳｫﾝ 

(43,433百万円) 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 
36,647韓国ｳｫﾝ 

(3,444円) 

103,873韓国ｳｫﾝ 

(9,764円) 

101,460韓国ｳｫﾝ 

(9,841円) 

 連 結 売 上 高 
317,124百万韓国ｳｫﾝ 

(29,809百万円) 

511,092百万韓国ｳｫﾝ 

(48,042百万円) 

886,227百万韓国ｳｫﾝ 

(85,964百万円) 

 連 結 営 業 利 益 
△14,254百万韓国ｳｫﾝ 

(△1,339百万円) 

△24,022百万韓国ｳｫﾝ 

(△2,258百万円) 

△6,718百万韓国ｳｫﾝ 

(△651百万円) 

 連 結 税 引 前 利 益 
△14,898百万韓国ｳｫﾝ 

(△1,400百万円) 

△32,948百万韓国ｳｫﾝ 

(△3,097百万円) 

△21,627百万韓国ｳｫﾝ 

(△2,097百万円) 

 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

△9,931百万韓国ｳｫﾝ 

(△933百万円) 

△34,364百万韓国ｳｫﾝ 

(△3,230百万円) 

△19,132百万韓国ｳｫﾝ 

(△1,855百万円) 

 １株当たり連結当期純利益 
△14,188韓国ｳｫﾝ 

(△1,333円) 

△49,092韓国ｳｫﾝ 

(△4,614円) 

△27,332韓国ｳｫﾝ 

(△2,651円) 

 １ 株 当 た り 配 当 金 － － － 

※１．2022 年５月 13 日付で公表いたしました「第三者割当により発行される株式及び第７回新株予約権の募

集に関するお知らせ」において、同社の英語表記を Megazone Co.,Ltd.としていましたが、Megazone 

Corporationに変更いたしました。 

※２．日本円換算にかかる表記は、2019年 12月期は１韓国ウォン＝0.094円、2020年 12月期は１韓国ウォン

＝0.094円、2021年 12月期は１韓国ウォン＝0.097円で換算したものです。 



５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022 年 9 月８日 

（２） 基本合意書締結日 2022 年 9 月８日 

（３） 契 約 締 結 日 2022 年 9 月～10 月（予定） 

（４） 事 業 開 始 日 2022 年 9 月～10 月（予定） 

 

６．今後の見通し 

本件新事業が 2023 年３月期の連結業績に与える影響は現在精査中でありますが、今後開示が必要と判断

された場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

 



学校誘致及び
マーケティング

メタバースキャンパス
プラットフォームの開発

クラウド等の
インフラ提供

大学等の教育機関

メタバースキャンパス
プラットフォームの提供

大学入試説明会、
新入生キャンパスツアー

メタバースによる仮想空
間で地方や海外に住ん
でいる学生が、アバター
になって参加することに
より直接体験に近づい
た疑似体験ができる。

学生たちが一緒に
集まって学習に参加。

ソーシャルスタディ
プラットフォーム


